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笠原さんの事を思い起すと,私には田中豊喜先生が同時に偲ばれてくる。そ
れほどに笠原さんと私とを結びつけたのは田中先生である。私と笠原さんとの
最初の出会いは田中先生が部長をされていた歴史科学研究部の研究会の席上で
あった。田中先生の隣に笠原さんが復員姿で座っていて,私が入っていくと,
「まあ,お かけなさい」とあの人懐っこい笑みをうかべて,私 に最初に声をか
けてくれた姿を今もはっきりと記憶している。その時の田中先生と笠原さんと
の初めての印象が非常に似ていて,裸電球の部室の雰囲気に溶けこんだお二人
の庶民的風貌が今も懐かしく忘れられない。
笠原さんは,学部で田中先生,大学院で印南先生と立派な二人の師を持つと
いう恵まれた方だった。その意味で私と笠原さんとは田中先生の兄弟弟子にあ
たる関係になるわけである。こうした事から私は先輩としての笠原さんからい
ろいろな事を教わり,その人柄から多 くの事を学んだ。田中先生を囲んで笠原
さんや染谷さんなどと激論をかわすなかで研究生活の厳しさを教わり,また,
ある時は田中先生と飲食したり,下手なマージャンを囲んでくつろぎながら,
師弟の交わ り方を教わった。
30年余の三人の交わ りのなかではいろいろな事があった。田中先生と笠原さ
んとの間に冷たい期間もあった。それは1953-4年(昭和28-9)のころ,学 園の
浄化 ・民主化の動きが学生会や専教連を中心に活発になり,その運動の進め方
をめぐって,二人の意見が一致せず,長い激論が続いた。学生だった私は,二
人の間をおろおろしながら行き来した事を思い起す。その年に,私たちは田中
ゼミOB会(ゆたか会)を結成し,私は断られるのを覚悟で,笠原さんに副会
長就任を頼みに,研究室を訪ねた。笠原さんは例の笑みをうかべて 「いいよ,
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喜 んで受け るよ」 と一つ返事だ った。私はその言葉が嬉 しか った と同時に,そ
の人柄に敬服 した。 そ して,笠 原 さんの公私を割 り切るその態度か ら多 くを学
んだ。
田中 ・笠原両研究室で北海道や九州を旅 した時は楽 しかった。今その時のア
ル バムを開いて,北 海道の熊牧場 ・九州の島津庭 園での若 く,元 気なお二人 の
写真を見ながら,楽 しか った旅 を懐か し く思い出 してい る。
笠原 さん とは長い付合いであったか ら,私 は公私共お世話 にな り,数 々の ご
迷惑をおかけ した。 なかで も,思 い出 され るのは,6年 程前 の夏休み,千 葉 の
江見健保寮に家族で遊びにい った時 のことであ る。笠原 さんが聡一郎君 と態 々
千葉の 自宅か ら江見 の別荘 に来 て私た ちを招 き,ご 馳走 した り,海 岸を案 内レ
て下 さった 。今 も笠原 さんや聡一郎 君の,そ の時の温かい もてな しで楽 しいひ
とときを過 した事を,家 族一同懐か しみ,感 謝 してい る。
私は困る事が起 るとす ぐに笠原 さんに甘え,相 談にい く事が多か った。 その
時,笠 原さんは 「どうって事ない よ」,「あま りくよ くよ考えない方がいい よ」
と田中先生に似た 口調 で親身にな って相談にの って下 さった。 と くに,田 中先
生の和泉 での授業妨害 問題や,田 中先生の病気 ・入院な どの時には適切 な助言
をいただ き,ま た大変 お世話にな った事は忘れ られない。 今 も難題 で悩む時,
お二人 の もとに救いを求 めて飛 んでいきたい衝 動にか られ,お 二人 な らど うさ
れ るだ ろ うか と,あ れ これ真剣 に考 え る事がある。 それほ どに私はお二人に甘
え,そ してお二人 を心 の拠 り所 としていた。そ の笠 原さん と一緒に深 く悩んだ
のが明高 中校長問題であ った。笠原 さんは商学 部長 として,私 は学長 ス タッフ
として,会 議を終 ったあ と,有 楽町の生命保険協会 の クラ ブに誘われ,飲 食 し
な がら気持 をほ ぐした ものだ った。 この問題が笠原さん の生命を縮 める要 因の
一つ ではなか ったか と思 うと痛恨 のいた りであ り,こ の問題にかかわ っていた
私に とって責任 さえ感 じるのであ る。
昨年4月 に,斎 藤前学長 と笠原さんを病院 に見舞 った時,大 学 の事をいろい
ろ と心配 されて,長 い時 間話をされ た事を思 うと,残 された老 としてそ の責任
を痛感す るのであ る。 またその時 が,私 に とって笠原 さん との最後 の別れ とな
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って しまい,今 も心に重 く残 ってい る。
笠 原さんから私へ の最後 の言葉 は千葉の 自宅か ら送 られてきた6月12日付の
葉書 であ った。そ の内容は 「… …前略 ……。4月 上旬退院後,発 熱 で悩 まされ
ましたが,そ の後,平 熱状態が続いてお りまして,目 下,食 事療法を中心に体
力 回復につ とめてお ります。一 日も早 く職場 に復帰 したい と思い療養に専念 し
てお ります。……後略 ……」 これが笠原さんか らの別れの言葉 となってしまっ
た。今は私に とって大事 な葉書 とな った。
田中先生は64歳で,笠 原 さんは59歳で共 に60歳前後の若 さで亡 くな られ てし
まった事は返す がえす も残念でな らない。
私は本 当にお二人 にお世話にな りなが ら,生 前何一 つそれに報い ることがで
きなか った事が悔 まれ てな らない。私はお二人の所へ行 くまで,悩 み続け,ま
たお二人を偲び続け るだろ う。
